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1 はじめに

研究室の情報は，主に各研究室が運営するWebサイ

トによってインターネット上で公開されている．また，

学術論文情報を検索できる CiNii[1] や，研究者のプロ

フィールを管理，公開する researchmap[2]といったイ

ンターネット上のサービスが充実し，これらを利用す

ることで研究室での研究内容をより詳細に得ることが

できる．情報を求めている学生や企業はインターネッ

ト上でWebサイトにアクセスして情報を得るが，情報

を得る初期の頃は複数の研究室の情報を調べて比較を

行うことが多いと考えられる．その場合，複数の研究

室を比較するために多くのWebサイトを閲覧する必要

があり，大きな手間となる．そこで本研究では，特定

の大学の学科に属する研究室に関する情報を解析，集

約，表示するシステムを提案する．これにより，研究

室情報の効率的な提供を実現する．

2 先行研究

加藤ら [3]は，研究者の論文をラベル付きのクラスタ

に分類し，クラスタ一つを一つの研究内容とすること

によって，研究履歴を自動生成する手法を提案してい

る．その中ではクラスタリング手法として K-means法

が用いられている．この手法は，クラスタのアイテム

数が等しいことを暗に仮定しているが，実際は研究を

行っている期間の差などにより，各研究テーマに対す

る論文の数に大きな差があることが多いため，高いク

ラスタリング精度が期待されない．また，K-means法

ではクラスタの数をクラスタリング前に定める必要が

あるが，この手順は自動化されていない．

3 提案機構

提案機構はインターネット上の情報を解析，集約し，

複数のWebサイトの情報を単一のWebサイトで提供す

る．これにより，ユーザは研究分野や研究テーマといっ
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図 1:システム概要

た研究室情報を効率よく得ることが可能になる．提案

機構は以下の 4つの内部機構で構成される (図 1)．

(M1) 情報管理機構

収集したインターネット上の情報，及び提案機構

内での解析結果を保存する

(M2) 情報取得機構

インターネット上のWebサイトやデータベース

から定期的に情報を取得し，機構M1に格納する

(M3) 情報解析機構

収集したWebページ，論文等の解析を行い，研究

室の特色や研究内容などの研究室情報を抽出する

(M4) 情報提供機構

提案機構にて保持している研究室情報を，Web

ページとしてユーザに提供する

4 論文解析機能

情報解析機構 (M3)の一機能として，研究室に所属す

る研究者の論文を解析，集約することにより研究室の

情報を得る機能を導入する．

4.1 研究テーマの自動抽出機能

各研究室から公表された論文を研究室毎にクラスタ

リングし，クラスタ毎にラベル付けを行う．これによ
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り，各研究室が扱っている研究テーマをラベルとして取

り出す．また，研究テーマごとに論文を分類分けする．

4.2 類似した研究を行う研究室の推薦

前項の機能で生成した論文のクラスタを利用し，類

似した研究を行う研究室を推薦する機能である．ユー

ザに対し，特定の研究室の情報を提供する際に併せて

表示し，研究内容の比較を支援する．また，類似した

クラスタのラベルを提示することで，推薦における高

い説明性の実現を図る．

5 論文解析機能の実装

5.1 研究テーマの自動抽出機能

論文の特徴量として，tf-idf 法による単語への重み付

け値（以下 tf-idf 値）を定義する．そして，論文間の距

離に tf-idf 値ベクトルのコサイン類似度の逆数を用いて

階層型クラスタリングを行う．また，各クラスタの論

文において，tf-idf 値が高い単語をクラスタの研究テー

マとする．

tf-idf 法は，文書に出現する単語に重み付けを行う手

法である．この手法では，「文書を特徴付ける単語はそ

の文書に多く登場し，他の文書にはあまり登場しない」

という考えに基づき単語に重み付けが行われる．tf-idf

法によって文書 jの単語 iに与えられる tf-idf 値wi, j は，

文書 j における出現頻度 i f i, j，文書の集合 Dの総数を

|D|，Dのうち単語 iを含む文書を d fi とすると式 (1)で

表される．

wi, j = t fi, j · log
|D|
d fi

(1)

ここで，本機能によって特定の研究室の論文を解析

する手順を以下に示す (図 2)．

図 2:研究テーマの自動抽出機能

図 3:研究テーマの比較

1. 論文内における名詞の tf-idf 値を計算し，論文ご

とにベクトルとして保持する

2. 論文が保持するベクトルを用いて，全ての論文同

士の距離を計算する

3. 階層型クラスタリングを行い，クラスタ間距離を

基にクラスタ数を決定する

4. クラスタごとに論文の tf-idf 値の平均を計算し，

値が最も高い名詞をクラスタの研究テーマとする

5.2 類似した研究を行う研究室の推薦

論文のクラスタの特徴量として，論文の tf-idf 値の

平均値を用いる．他のクラスタとのコサイン類似度を

計算し，類似度が高いクラスタ同士は内容が似た研究

テーマとみなす．実際にユーザへ推薦を行う際は，特

定の研究室が保持しているクラスタと類似度が高い上

位 N個のクラスタを保持している研究室を推薦する．

6 まとめと今後の予定

本稿では研究室情報を効率よく提供する手法として，

複数の研究室に関する情報を解析，集約，表示するシ

ステムを提案した．また，システムの一機能として，論

文の解析を行う機能を提案した．今後は論文解析機能

の実装，評価を行う．
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